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１２月４日、プロバスケットボール

チーム「群馬クレインサンダーズ」

のコーチ・選手が西小学校を訪問。

子どもたちは間近で見るプロの技に

目を輝かせていました。

プロの技にくぎづプロの技にくぎづけけ
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■
水
道
管
の
冬
支
度
は
お
済
み

で
す
か

　
寒
く
な
る
と
屋
外
の
露
出
し

た
水
道
管
の
凍
結
に
注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【
水
道
管
の
凍
結
防
止
】

　
水
道
管
や
蛇
口
に
市
販
の
保

温
材
を
巻
き
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出

な
い
場
合
】

　
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
て
溶
か
し
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
破
損
し
た
場
合
】

　
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た

と
き
は
、
止
水
栓
で
水
を
止
め

て
か
ら
、
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
、
ま
た
は
町
水
道
指

定
工
事
店
協
同
組
合
（
緯
　
・
６３

４
９
０
９
　
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
に
連
絡
し
て

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宅
地
内
の
水
道
管
は
個
人
の

管
理
と
な
り
、
修
理
の
費
用
は

所
有
者
や
使
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
、
新
た
に
１
事
業

者
を
指
定
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
広

報
お
お
い
ず
み
５
月
　
日
号
を

２５

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
追
加
事
業
者
　
叙
イ
ー
ス
マ

イ
ル
（
大
阪
市
浪
速
区
　
緯

　
・
６
６
３
１
・
７
４
４
９
）

０６
■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご

協
力
を

　
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水

道
は
、
使
用
水
量
に
応
じ
て
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お

り
、
水
道
課
で
は
、
２
か
月
ご

と
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
。
検
針
で
は
、

料
金
を
計
算
す
る
だ
け
で
な

く
、
使
用
水
量
の
増
加
か
ら
宅

地
内
の
漏
水
を
発
見
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
な
検
針
が
行
え
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
お
願
い

・
犬
は
出
入
口
や
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

は
物
を
置
い
た
り
、
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

水
や
泥
が
入
ら
な
い
よ
う

に
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い

■
便
利
な
口
座
振
替
の
利
用
を

お
す
す
め
し
ま
す

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の

支
払
い
の
手
間
が
省
け
、
納
付

期
限
を
気
に
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
口
座
振
替
の
申
し
込

み
は
、
町
内
の
金
融
機
関
ま
た

は
水
道
課
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

□
取
扱
金
融
機
関

・
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

・
足
利
小
山
信
用
金
庫

・
足
利
銀
行

・
桐
生
信
用
金
庫

・
群
馬
銀
行

・
東
和
銀
行

・
館
林
信
用
金
庫

・
中
央
労
働
金
庫

・
邑
楽
館
林
農
業
共
同
組
合

・
ぐ
ん
ま
み
ら
い
信
用
組
合

・
郵
便
局
（
直
接
申
し
込
み
の
み
）

■
給
水
停
止
の
実
施
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
、
水
道
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

料
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
水
道
料
金
を
納
入
さ

れ
な
い
世
帯
が
増
加
す
る
と
、

水
道
事
業
の
経
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
利

用
者
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
な

く
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
間
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
に
給
水
を
停

止
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
の
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
時
間
外
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
　
水
道
課
で
は
、
通
常
業
務
時

間
の
ほ
か
に
、
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

□
開
設
日
時

・
毎
週
土
曜
日
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

・
　
月
　
日
松
、
　
日
掌
　
午
前

１２

２９

３０

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

□
取
扱
業
務

・
水
道
の
使
用
開
始
の
受
付
お

よ
び
開
栓

・
水
道
の
使
用
中
止
の
受
付

・
上
下
水
道
料
金
の
納
付

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
へ
。

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
５
９

水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
５
９
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町
と
サ
ー
ク
ル
「
エ
ガ
リ
テ
」

共
催
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
命
と
関

わ
り
、
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
と
多

く
の
看
護
師
を
世
に
送
り
出
し

て
き
た
今
関
節
子
氏
を
講
師
に

招
き
、
男
女
共
同
参
画
に
は
何

が
大
事
な
の
か
を
考
え
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日

２５

２１

捷
、
　

日
捷
（
全
２
回
の
開

２８

催
で
す
が
、
１
回
だ
け
の
参

加
も
で
き
ま
す
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
大
会
議
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
テ
ー
マ
　
「
み
ん
な
、
お
っ
ぱ

い
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
た
」

□
講
師
　
今
関
節
子
氏
（
高
崎

健
康
福
祉
大
学
特
任
教
授
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

３０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ

直
接
、
電
話
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（jin

ke
n
-d
a
n
jo@
tow
n
.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
で
申
し
込
む

□
注
意
事
項
　
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
む
場
合
は
、
件
名
を
「
男

女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
受

講
希
望
と
し
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｅ

メ
ー
ル
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
２
日
以
内
に
受
付
確
認

メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。
返

信
が
な
い
場
合
は
、
必
ず
国

際
協
働
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
へ
。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

国
際
協
働
課
　
　
内
線
２
１
２

　国内における工業の実態を明らかにすること

を目的に、工業統計調査が全国一斉に実施され

ます。

□調査対象　従業員４人以上の全ての製造事業

所

□調査基準日　１２月３１日

□調査方法　知事から事務を委嘱された統計調

査員が事業所を直接訪問して、調査票の記入

をお願いします

□調査結果　調査結果は、国や市町村の行政施

策の重要な基礎資料として利用されるととも

に、企業、大学などでの研究資料、小・中・

高等学校の教材など、広く利用されています

※調査票にご記入いただいた内容は、統計資料

作成の目的以外に使用することは絶対にありま

せん。調査の趣旨･必要性をご理解いただき、ご

回答をよろしくお願いします。詳しくは、商工

課（内線１３７）へ。

　「緑のカーテンコンテスト表彰式」が、１１月

４日、大泉町環境フェアにおいて行われました。

応募写真により選考された入賞者に賞状と記念

品が手渡されました。

□金賞　 安  田  智  惠  子 さん
やす だ ち え こ

□銀賞　タツミ紙工叙、 藤  原  正  子 さん、 若  旅  章 
ふじ わら まさ こ わか たび あき

 人 さん、 鷲  頭  正  一 さん
ひと わし ず しょう いち

□銅賞　 坂  庭 　 榮 さん、 椎  名  宣  ニ さん、 弦  巻  英 
さか にわ さかえ しい な のり じ つる まき ひで

 雅 さん、 松  森  誠  二 さん
まさ まつ もり せい じ

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

第１回大泉町

緑のカーテン

コンテスト入賞者

工業統計調査にご協力を

金賞を受賞した安田さんの作品
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【
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入
】

　
大
掃
除
な
ど
で
大
量
の
ご
み

が
出
る
場
合
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
年

末
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

□
搬
入
受
付
最
終
日

　
　
月
　
日
松

１２

２９

□
搬
入
受
付
時
間

・
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

・
午
後
１
時
～
４
時
（
　
月
　

１２

２９

日
松
は
、
午
後
３
時
ま
で
）

□
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
自
己
搬
入

で
き
な
い
物

　
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ

ウ
ン
管
・
薄
型
）
、
冷
蔵
庫
、
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾
燥
機
、

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど
（
詳

し
く
は
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
】

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
で
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

□
年
内
の
燃
え
る
ご
み
の
最
終

収
集
日

・
月
・
木
曜
日
の
収
集
地
区
…

　
月
　
日
捷

１２

３１

・
火
・
金
曜
日
の
収
集
地
区
…

　
月
　
日
晶

１２

２８

□
燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
わ
な
い
期
間
　

　
月
　
日
松
～
平
成
　
年
１

１２

２９

２５

月
３
日
昭

□
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
事
項

・
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
　３０

分
ま
で
に
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
収
集
後
に
は
絶
対
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

・
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
平
成

　
年
１
月
４
日
晶
か
ら
通
常

２５ど
お
り
行
い
ま
す

【
ト
イ
レ
（
し
尿
、
浄
化
槽
）
の

く
み
取
り
】

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年
始

の
休
業
期
間
（
　
月
　
日
松
～

１２

２９

平
成
　
年
１
月
３
日
昭
）
は
、

２５

し
尿
や
浄
化
槽
の
く
み
取
り
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
末
は

特
に
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
の
依

頼
が
増
え
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
早
め
に
清
掃
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
斎
場
業
務
】

□
年
末
年
始
の
休
業
期
間
　
　１２

月
　
日
晶
（
友
引
）
、
平
成
　

２８

２５

年
１
月
１
日
昇
・
２
日
昌
（
年

始
休
業
日
）
、
１
月
３
日
昭

（
友
引
）

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
な
ど

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
の
募
集

お
よ
び
補
充
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
、「
臨
時
職
員
雇
用
候
補

者
登
録
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
現
在
、
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
登
録
期
間
が
　
月
　
日

１２

３１

で
満
了
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

　
月
　
日
昌
ま
で
に
総
務
課
人

１２

２６

事
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
抹

消
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
引
き
続
き
臨

時
職
員
雇
用
候
補
者
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
新

規
に
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、

申
込
書
兼
登
録
票
を
総
務
課
人

事
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
登
録
方
法
　
申
込
書
兼
登
録

票
（
総
務
課
、
子
育
て
支
援

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
総
務
課
人
事

係
へ
提
出
す
る

□
登
録
期
間
　
登
録
日
か
ら
そ

の
年
の
　
月
　
日
ま
で
（
毎

１２

３１

年
更
新
）

□
受
付
期
間
　
随
時

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
人
事
係

へ
。

更
新
を
お
願
い
し
ま
す
　

臨
時
職
員
雇
用
候
補
者
登
録

総
務
課
　
　
　
　
内
線
２
２
５

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
１
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不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
平
成
　
年
１
月
に
実
施
し

２５

ま
す
。
希
望
者
は
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
９
日

２５

昌
□
当
日
の
接
種
受
付
時
間
　

　
午
後
１
時
～
２
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
生
後
３
か
月
～
７
歳

６
か
月
未
満
の
子
ど
も
（
接

種
日
時
点
で
の
年
齢
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

７０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

□
持
参
す
る
物
　

・
不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種
予

診
票
（
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
予
診
票
は
使
え
ま
せ
ん
）

・
母
子
健
康
手
帳

・
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国
人

登
録
証
（
外
国
籍
の
人
の
み
）

□
そ
の
他

・
集
団
接
種
で
受
け
ら
れ
な
い

人
は
健
康
づ
く
り
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
　

・
１
月
９
日
の
集
団
接
種
以
降

の
予
定
に
つ
い
て
は
、
詳
細

が
決
ま
り
し
だ
い
、
広
報
お

お
い
ず
み
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

　口が渇く、お茶や汁物でむせたりせきこんだりする、

固いものが食べにくい、食後に口の中に食べ物が残り

やすいなどの気になる症状はありませんか？

　介護予防事業の一環として、お口の体操を中心に「何

歳になってもおいしく食べて、楽しく話し、よく笑う」

ことを目標に、お口の機能向上を目指した教室を開催

します。

□期日　平成２５年１月１０日昭、２月１４日昭、３月１４

日昭（全３回）

□時間　午前１０時～１１時

□場所　保健福祉総合センター（吉田２４６５）

□内容　お口の体操（ 嚥  下 体操・唾液腺マッサージな
えん げ

ど）、 口  腔 清掃など
こう くう

□対象　町内在住の６５歳以上の人

□定員　１５人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　長寿支援課介護保険係へ直接、または電

話で申し込む

□費用　無料

※詳しくは、長寿支援課介護保険係（緯５５・２６３２）へ。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

健口（けんこう）体操教室

　大泉国際交流協会では、日本語能力試験Ｎ１、Ｎ２

合格を目指す人を対象とした日本語講座を開催しま

す。

□期間　平成２５年１月１２日～３月３０日（毎週土曜

日・全１２回）

□時間

・Ｎ１受験コース…午前９時１５分～１０時４５分

・Ｎ２受験コース…午前１１時～午後０時３０分

□場所　町公民館南別館会議室（吉田２０１１－１）

□定員　各１０人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　国際協働課、または大泉国際交流協会（多

文化共生コミュニティセンター内）へ直接、または

電話で申し込む

□費用　１，０００円（ただし、１９歳未満は無料）

※詳しくは、国際協働課（内線２１２）、または大泉国際

交流協会事務局（緯６２・６０６６）へ。

日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本語語語語語語語語語語講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募日本語講座受講者募集集集集集集集集集集集
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や
手
帳
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
】

□
収
集
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２８

（金）

□
収
集
場
所
　

・
国
際
協
働
課

・
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
西
小
泉
２
の
　
の
　
）

２１

１２

【
配
布
】

□
配
布
開
始
　

　
平
成
　
年
１
月
上
旬

２５

□
配
布
場
所

・
役
場

・
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
　
緯
　
・
６

６２

０
６
６
）
へ
。

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
第

　
回
国
際
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

１４を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２７

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
各
国
料
理
の
試
食
、
も

ち
つ
き
、
サ
ン
バ
、
バ
ン
ド
演

奏
、
お
抹
茶
体
験
、
抽
選
会
な

ど

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
多
文
化
共
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
、
ま

た
は
国
際
協
働
課
へ
費
用
を
添

え
て
直
接
申
し
込
む
 

□
費
用
　
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
緯
　
・
６
０
６
６
）

６２

へ
。

　
私
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
各
家
庭
や
事
業
所

な
ど
の
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
、
洗

面
所
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
全

て
の
汚
れ
た
水
を
、
下
水
道
管
を

通
し
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
か
え

す
た
め
、
計
画
的
に
下
水
道
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
接
続
工

事
を
行
い
、
一
日
も
早
く
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
油
な
ど
を

下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

　　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
在

住
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
日
本
語
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
毎
年
、
日
本
の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
手
帳
を
収
集
し
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
各
ご
家
庭
で
不
要
な
２
０
１
３

年
（
平
成
　
年
）
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー

２５

【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　１１月５日～１５日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．１０４マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４８マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　１１月９日、２２日に町内２か所の浄配水場と、

１１月３０日に東部地域水道事務所（千代田町）

で放射性物質の検査を行った結果、それぞれ

放射性物質は検出されず、飲用に支障がない

ことが確認されています。

【被災者への支援（１１月３０日現在）】

□義援金総額　１,５９４万６,４０３円

東日本大震災関連情報

大
泉
国
際
交
流
協
会
事
務
局

国

際

ふ

れ

あ

い

パ

ー

テ

ィ

ー

下
水
道
課

下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

大
泉
国
際
交
流
協
会
事
務
局

不
要
な
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど

の

収

集

・

配

布
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【
町
内
の
魅
力
を
再
発
見
！
】

　
い
ち
ご
狩
り
、
野
菜
工
房
見
学
、

歴
史
探
訪
、
グ
ル
メ
横
丁
で
昼
食

付
き
と
、
お
楽
し
み
満
載
の
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２７

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
西
小
泉

３０

駅
集
合

□
内
容
（
当
日
、
ル
ー
ト
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
　

文
化
む
ら
・
大
泉
い
ち
ご
園
・

大
泉
野
菜
工
房
を
め
ぐ
り
、
活

き
な
世
界
の
グ
ル
メ
横
丁
で
昼

食
を
食
べ
、
い
ず
み
緑
道
に
て

解
散

□
対
象
　
親
子
（
子
ど
も
は
小
学

生
以
上
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
町
観
光
協
会
（
町

商
工
会
内
）
へ
直
接
、
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
５
０
０
円
（
保
険
料
な

ど
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
町
観
光
協
会
（
緯

　
・
２
０
３
８
）
へ
。

６１　　
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が

集
結
し
、
熱
き
戦
い
を
繰
り
広
げ

る
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
　
ぐ
ん

ｉｎ

ま
」
が
新
春
の
上
州
路
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
６
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
　
チ
ー
ム
が
実
力
日
本
一
を

３７

か
け
て
７
区
間
、
１
０
０
キ
ロ
を

駆
け
抜
け
ま
す
。

　
県
庁
を
は
じ
め
、
各
中
継
ポ
イ

ン
ト
で
は
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
　
沿
道
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
平
成
　
年
１
月
１
日
　

２５

（火）

午
前
９
時
　
分
～
　
県
庁
前
ス

１０

タ
ー
ト

□
テ
レ
ビ
放
送
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
　２８

局
フ
ル
ネ
ッ
ト
　
午
前
８
時
　３０

分
～
（
６
時
間
生
中
継
）

※
当
日
は
、
交
通
規
制
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
総
務
部
総
務
課
（
緯
０
２
７
・

２
２
６
・
２
０
３
２
）
、
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
re

f.g
u
n
m
a
.jp
/

）
へ
。

　
太
田
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課

で
は
、
メ
ー
ル
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
緊
急
通
報
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
メ
ー
ル
に
よ
る
通
報
】

　
携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
を
利

用
し
た
火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
１
１
９

番
通
報
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
す
る
耳

や
言
葉
の
不
自
由
な
人
で
、
事

前
に
登
録
し
た
人

□
登
録
方
法
　
太
田
市
消
防
本
部

通
信
指
令
課
、
各
消
防
署
・
分

署
・
出
張
所
の
い
ず
れ
か
へ
申

込
書
（
各
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
む

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
】

□
通
報
方
法
　
太
田
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.city.ota

.

g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
１

１
９
の
通
報
用
紙
」
を
印
刷
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
太
田
市

消
防
本
部
通
信
指
令
課
へ
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
　
・
９
１
１
９
）
で
送
信

３２

す
る

【
共
通
事
項
】

□
通
報
場
所
　
大
泉
町
・
太
田
市

内
に
限
る

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
通
報
に
つ
い
て

は
、
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部
通

信
指
令
課
（
緯
　
・
０
１
１
９
）

３３

へ
。

町
観
光
協
会

親

子

で

歴

史

と

グ

ル

メ

ツ

ア

ー

県
総
務
部
総
務
課

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

　

ぐ

ん

ま

ｉｎ

太
田
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課

聴
覚
・
言
語
障
害
者
の

緊

急

通

報

受

付

□納期限　１２月２５日昇

□今月の納期　固定資産税（４期）、国民

健康保険税（６期）、介護保険料（６期）、

後期高齢者医療保険料（６期）

【延長窓口】

□期日　１２月１２日、１９日、２６日および

１月９日、１６日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１２月１５日、２２日および１月５

日、１２日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

【年末特設窓口】

□期日　１２月２９日松、３０日掌

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　収納課・水道課

※内容によっては受付できないこともあ

ります。詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

町の人口と世帯

前月対比１１月末日現在の数

＋６５４１,２１２　人
人 口

(＋４２)(６,３６６　人)

＋３９２１,２５６　人
男

(＋２５)(３,３１３　人)

＋２６１９,９５６　人
女

(＋１７)(３,０５３　人)

＋１８１７,７９２世帯
世帯数

(＋４）(３,１８４世帯)

出  生　３７人　　死  亡　２３人

(　)内は外国人登録者・世帯数

平成２４年累計１１月分

８（４）件０（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

２４,５４７,０００円調査中△損 害 額

１,２４９件１１１件△救急出動

１６２件１９件 煙交通事故

８５３件７１件 煙急 病

２３４件２１件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

先月の１１９番

時間外窓口
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歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
町
の

６５
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う

ち
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
害
が

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
人
に
対

し
て
、
障
害
者
・
特
別
障
害
者
に

準
ず
る
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
認
定
書
は
、
提
示
す
る
こ
と
で

所
得
税
や
町
県
民
税
の
申
告
の
際

に
、
税
法
上
の
障
害
者
控
除
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
申
請
先
　
長
寿
支
援
課
介
護
保

険
係

□
持
参
す
る
物
　
介
護
保
険
被
保

険
者
証
、
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
長
寿
支
援
課
介
護

保
険
係
（
緯
　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
　２０

歳
以
上
　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

６０

が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

就
職
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き

を
は
じ
め
、
下
表
の
よ
う
な
機
会

ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
５
）
、
ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所

（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

長
寿
支
援
課

障
害
者
控
除
対
象
者

認

定

書

の

交

付

住
民
課

国
民
年
金
の
届
け
出
を

お

忘

れ

な

く

　除県母子寡婦福祉協議会では、楽しい１日を過

ごすとともに、他の家庭との交流を図ることを目

的に、親子スキー教室を開催します。

□期日　平成２５年２月１０日掌

□時間　午前１０時～午後４時

□行き先　水上宝台樹スキー場（利根郡みなかみ

町）

□対象　県内在住の母（父）子家庭の母（父）と

子（高校生以下）および寡婦

□定員　１２０人（申込多数の場合は抽選）

□乗車場所　太田バスターミナル、館林市役所ほか

□申込方法　往復はがきに住所・電話番号・参加

者全員の氏名・年齢・希望乗車地および親子ス

キー教室と記入のうえ、除県母子寡婦福祉協議

会（〒３７１－０８４３　前橋市新前橋町１３－１２）

へ申し込む

□申込期限　平成２５年１月１８日晶　必着

□費用（バス代・昼食代・保険料・スキー教室参

加料）

・母（父）…３，０００円

・子…２，０００円

・３歳未満の乳幼児…５００円

※レンタル料は、自己負担となります。詳しくは、

除県母子寡婦福祉協議会（緯０２７・２５５・６６３６）へ。

親子スキー教室

参加者募集

　
東
京
電
力
で
は
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
「
で
ん
き
家
計
簿
」
を

始
め
ま
し
た
。
で
ん
き
家
計
簿
と

は
、
毎
月
の
電
気
の
使
用
量
と
電

気
料
金
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご

確
認
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

□
内
容

・
当
月
の
電
気
料
金
、
過
去
の
電

気
料
金
を
グ
ラ
フ
で
比
較

・
同
じ
契
約
容
量
の
平
均
使
用
量

と
グ
ラ
フ
で
比
較

・
過
去
の
使
用
実
績
を
も
と
に
、

各
料
金
メ
ニ
ュ
ー
と
比
較

※
ご
利
用
に
は
、
会
員
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.te
p
co.co

.jp
/ka
ke
ib
o/in
d
e
x
-j.h
tm
l

）
、
ま
た

は
東
京
電
力
ぐ
ん
ま
カ
ス
タ
マ
ー

セ
ン
タ
ー
（
緯
０
１
２
０
・
　

・
９９

５
２
２
２
）
へ
。

【
大
売
出
し
】

　
期
間
中
に
各
店
で
買
い
物
・
飲

食
を
し
た
人
に
抽
選
券
を
配
布
し

ま
す
。
抽
選
券
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
各
店
に
置
か
れ
た
応
募

箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２０

（日）

ま
で

【
抽
選
会
】

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２７

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
い
ず
み
緑
道
（
活
き
な

世
界
の
グ
ル
メ
横
丁
会
場
）

□
賞
品
　
液
晶
テ
レ
ビ
、
加
湿
空

気
清
浄
機
、
県
内
温
泉
宿
泊
券

な
ど

※
詳
し
く
は
、
町
商
工
会
（
緯
　
・
６２

４
３
３
４
）
へ
。

東
京
電
力
ぐ
ん
ま
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

で

ん

き

家

計

簿

町
商
工
会

地

元

商

店

活

性

化

大
売
出
し
・
大
抽
選
会

届　出　先届　出　事　項対　　象　　者

本人の勤務する事業所を

通して年金事務所へ

就職して

厚生年金や共済組合に加入した

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第３号被保険者（会社員や公務員などに扶

養されている配偶者）

配偶者の勤務する事業所

を通して年金事務所へ

退職・結婚・配偶者の就職・本人の収入

減などで扶養されるようになった

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人が直接、住民課へ

本人の退職・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人の収入増・配偶者の退職・離婚な

どにより、扶養でなくなった

・第３号被保険者（会社員や公務員などに扶

養されている配偶者）

■国民年金加入者の届け出が必要な事項
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　平成２３年１１月１日から平成２４年１０月３１日までの期間において、公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）

第２８条の２第１項および第２８条の３第１項の申出に係る選挙人名簿抄本の閲覧状況について、同法第２８条

の４第７項および公職選挙法施行規則（昭和２５年総理府令第１３号）第３条の４第２項の規定に基づき、次

のとおり公表します。

□選挙人名簿抄本の閲覧状況　下表のとおり

□在外選挙人名簿抄本の閲覧状況　閲覧はありませんでした

※詳しくは、町選挙管理委員会（内線２２２）へ。

公表します！　選挙人名簿抄本閲覧状況

　
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
高
年
齢
者
の
再
就
職
支
援

や
就
農
、
起
業
、
地
域
活
動
、
年

金
な
ど
生
活
設
計
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
開
所
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
た

１５

だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

□
場
所
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
内
（
前
橋
市
新
前
橋
町
　１３

の
　
）
１２

□
内
容

・
再
就
職
の
た
め
の
就
職
相
談

（
適
正
診
断
、
就
職
先
の
選
び

方
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接

対
策
な
ど
）

・
求
人
情
報
の
提
供
、
職
業
紹
介

・
企
業
な
ど
で
の
知
識
・
経
験
を

持
つ
中
高
年
齢
者
の
人
材
デ
ー

タ
の
登
録
・
活
用

・
就
農
、
起
業
、
地
域
活
動
、
年

金
な
ど
生
活
設
計
の
情
報
提
供

や
専
門
機
関
へ
の
案
内

□
対
象
　
中
高
年
齢
者
な
ど

□
申
込
方
法
　
シ
ニ
ア
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２
５

５
・
２
３
０
０
）
へ
電
話
で
申

し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
労
働
政
策
課
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
３
４
０
７
）
へ
。

県
労
働
政
策
課

シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

閲覧に係る
選挙人の範囲

委託者利用目的の概要
主たる事務所の所在地
（申出が法人である場合）

申出者の氏名閲覧年月日

西小泉地区
合計９６人

叙時事通信社
代表取締役社長
中田正博

「時事世論調査」実施のための
対象者抽出のため。

東京都中央区銀座
６－１６－１２

一般社団法人
中央調査社会長
中田正博

平成２４年
２月１５日

坂田地区
合計１７人

県総務部
広報課長
塚越正広

「平成２４年度県政県民意識ア
ンケート」の対象者名簿作成
のため。

東京都中央区銀座
６－１６－１２

一般社団法人
中央調査社会長
中田正博

平成２４年
４月１９日

第２投票区
合計７人

―――
政治・選挙などに関する世論
調査実施のための対象者抽出
のため。

①東京都中央区築地
５－３－２

②東京都文京区本郷
７－３－１

①叙朝日新聞社
代表取締役社長
秋山耿太郎

②東京大学大学院
法学政治学研究科
教授　谷口将紀

平成２４年
５月２２日

西小泉三丁目、
東小泉一丁目、
東小泉二丁目、
東小泉三丁目
合計９６人

叙時事通信社
代表取締役社長
西澤　豊

「時事世論調査」実施のための
対象者抽出のため。

東京都中央区銀座
６－１６－１２

一般社団法人
中央調査社会長
西澤　豊

平成２４年
８月２９日

全投票区
合計５２人

関西学院大学
先端社会研究所
所長　山口　覚

「日本のグローバル化と市民
の政治参加に関する意識調
査」実施のための対象者抽出
のため。

京都府京都市
右京区西京極
西池田町９－５

西京極駅前ビル６階

叙ジャパンイン
ターナショナル
総合研究所
代表取締役
藤原壮督

平成２４年
１０月３０日
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だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
消
防
署
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
消
防
署
（
緯

　
・
３
１
１
９
）
へ
。

６２
【
デ
ジ
カ
メ
入
門
コ
ー
ス
】

□
期
日
　
平
成
　

年
１
月
　

日

２５

１７

　
、
　

日
　

（木）

１８

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
（
吉

田
２
０
１
１
の
１
）

□
内
容
　
画
像
の
取
り
込
み
、
写

真
印
刷
、
保
存
の
し
か
た
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上

６０

の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
公
益
社
団
法
人
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

２６

（水）

□
費
用
　
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

※
詳
し
く
は
、
公
益
社
団
法
人

 町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
緯
　
・
２
２
３
０
）
へ
。

６１

□
勤
務
期
間
　
平
成
　
年
１
月
下

２５

旬
～
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
の
間
の
昼
休
み
を
除

く
５
時
間
　
分
３０

□
勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
（
館

林
市
仲
町
　
の
　
）
、
ま
た
は
イ

１１

１２

オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
石

原
町
　
）
８１

□
内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入
力

作
業
、
書
類
整
理
な
ど

□
定
員
　
　
人
程
度

８０

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
総
務

課
（
緯
　
・
９
５
０
０
）
へ
。

７２

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信

制
高
等
学
校
お
よ
び
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

□
募
集
内
容

・
高
等
学
校
普
通
科
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

放
送
を
利
用
し
て
３
年
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
し
ま
す

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
…
趣
味
か

ら
資
格
ま
で
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
あ
り
ま
す

□
募
集
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科
（
推
薦
）
…

平
成
　
年
１
月
　
日
　
～
　
日

２５

１８

（金）

２４

　（木）
・
高
等
学
校
普
通
科
（
一
般
）
…

平
成
　
年
１
月
　
日
　
～
４
月

２５

２５

（金）

　
日
　

３０

（火）

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
…
通
年
申

込
受
付

□
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
緯
０
１
２
０
・
　

・
８
８
８
１

０６

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
園
（
緯
０
４
２
・
５
７
２
・

３
１
５
１
）
へ
。

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
　
年
度

２５

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

□
出
願
期
限
　
平
成
　
年
２
月
　

２５

２８

日
　（木）

※
資
料
請
求
な
ど
は
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ou
j

.a
c
.jp
/

）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
群
馬

学
習
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２

３
０
・
１
０
８
５
）
へ
。

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

１３

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
大
泉
消
防
署
（
寄
木
戸

６
１
４
の
１
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
中

学
生
以
上
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

放

送

大

学

４

月

生

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

学

生

・

受

講

者

館
林
税
務
署
総
務
課

館
林
税
務
署
臨
時
職
員

大
泉
消
防
署

救

命

講

習

　１０月１０日から１１月１２日までの間、大

泉町議会基本条例制定にあたり、意見を募

集しましたところ、１人から１件のご意見を

いただきました。ありがとうございました。

【結果の公表】

　いただきましたご意見および議会の考え

方につきましては、１２月２６日昌まで、役

場１階情報コーナー、図書館、町公民館、

保健福祉総合センターで閲覧いただけま

す。なお、町ホームページでも公表してい

ますのでご覧ください。

※詳しくは、議会事務局庶務係（内線４１２）

へ。

パブリックコメントの

結果を公表します

公
益
社
団
法
人

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
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□
期
日
　
平
成
　
年
２
月
８
日
・

２５

　
日
、
３
月
８
日
・
　

日
（
毎

２２

２２

回
金
曜
日
・
全
４
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１１

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
娯

楽
室
（
西
小
泉
５
の
６
の
１
）

□
講
師
　
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
（
イ
チ

コ
）
氏
（
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
導
者
）

□
内
容
　
リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
に

よ
り
美
容
と
健
康
の
増
進
を
図
る

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　

２５

３１

日
　（木）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
に
適
し
た

服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
１
枚

□
費
用
　
無
料
（
町
外
者
は
入
場

料
３
０
０
円
）

※
教
室
当
日
は
「
寿
券
」
や
年
齢
を

証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
３
５
５
５
）
へ
。

６３

　□
期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

２５

２４

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
前
橋
合
同
庁
舎
（
前

橋
市
上
細
井
町
２
１
４
２
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
「
育
て
て
楽
し
い
果

樹
栽
培
」

□
講
師
　
琴
寄
　
融
氏
（
樹
木
医
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
平
成
　
年
１

２５

月
７
日
　
　
午
前
８
時
　
分
～

（月）

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　　
県
で
は
、
夜
間
や
休
日
に
、
子
ど

も
が
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と

き
、
医
療
機
関
に
か
か
る
べ
き
か
、

家
庭
で
で
き
る
対
処
法
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
相
談
日
時

・
月
～
土
曜
日
…
午
後
６
時
～
翌

朝
午
前
８
時

・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
…
午

前
９
時
～
翌
朝
午
前
８
時

□
相
談
方
法
　
♯
８
０
０
０
（
短

縮
番
号
）
へ
電
話
す
る

□
相
談
員
　
保
健
師
、
看
護
師

□
注
意
事
項

・
こ
の
相
談
は
、
病
気
の
診
断
や

治
療
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、

助
言
に
よ
り
保
護
者
の
判
断
の

参
考
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
・
激
痛
が
あ
る
、
意
識
が
な
い
な

ど
、
明
ら
か
に
緊
急
を
要
す
る

場
合
に
は
１
１
９
番
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料
（
通
話
料
は
有
料

で
す
）

※
詳
し
く
は
、
県
医
務
課
（
緯
０

２
７
・
２
２
６
・
２
５
４
０
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
　

万
円
　
　
　
　
　
小
川
正
良

１０
□
町
内
福
祉
施
設
へ

・
タ
オ
ル
７
１
１
枚
、
せ
っ
け

ん
・
洗
剤
３
４
２
個
な
ど

　
日
東
電
機
製
作
所
コ
ン
サ
ー

（株）ト
実
行
委
員
会

県
医
務
課

群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

骨
盤
リ
ン
パ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１２月２０日昭・１月１０日昭

午前１０時３０分～午後３時３０分

日時

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

第
３
回
出
張
緑
化
講
座
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まちづくり、一歩前へ！

協働のまちづくりをすすめる

さまざまな団体などをご紹介します。

コラボイス

書
館
の
一
室
で
、
毎
月
第

１
・
３
・
５

土

曜

日

に

「
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
室
」
が

無
料
で
開
か
れ
て
い
る
。
主
催

し
て
い
る
の
は
、
I
T
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
「
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ

ト
」
。
会
員
は
、
「
そ
の
名
の
と

お
り
、供
何
で
も
僑
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
で
す
」
と
話
す
。

　
相
談
に
訪
れ
る
人
は
　
代
か

４０

ら
　
代
ま
で
と
実
に
幅
広
い
。

８０
相
談
内
容
は
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

方
法
か
ら
、
と
き
に
は
修
理
ま

で
多
岐
に
渡
る
。
会
員
の
得
意

分
野
を
い
か
し
、
相
談
時
間
は

１
人
に
つ
き
１
時
間
以
上
に
も

な
る
そ
う
で
、
会
の
モ
ッ
ト
ー

「
悩
み
が
解
決
す
る
ま
で
丁
寧

に
根
気
よ
く
応
じ
る
」
と
い
う

の
に
も
納
得
だ
。

ょ
う
ど
今
か
ら
　
年
前
、

１０

技
術
者
と
し
て
得
た
知
識

や
経
験
を
い
か
そ
う
と
、
パ
ソ

コ
ン
好
き
の
有
志
が
集
ま
り
発

足
し
た
、
I
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
「
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト
」
。
平

成
　
年
４
月
に
は
、
第
１
回
目

１４
の
「
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
室
」

を
い
ず
み
の
杜
で
開
催
し
た
。

以
後
、
場
所
を
図
書
館
へ
と
移

し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
　
年
が
経
っ
た
今
で
は
、「
パ

１０
ソ
コ
ン
の
こ
と
な
ら
こ
こ
で
聞

け
ば
安
心
」
と
口
コ
ミ
で
評
判

に
な
り
、
常
連
の
相
談
者
が
い

る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
毎
回
わ

い
わ
い
と
に
ぎ
や
か
に
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
。

図
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悩
み
が
解
決
す
る
ま
で
対
応

ち
「
こ
こ
で
聞
け
ば
安
心
」

常
連
が
い
る
ほ
ど
の
人
気

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

楽
し
み
を
増
や
す

お
手
伝
い
が
し
た
い

オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト

平
成
　
年
度
「
元
気
な
地
域
支
援
事
業
補
助
金
」
認
定
事
業

２４
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　町内の幼稚園にお勤めの、 河  上 　
かわ かみ

 修 さんに
おさむ

お話を伺いました。

どんなお子さんですか？

　　長女・ 菜  央 （１２歳）、次女・
な お

 瑠 
る

 菜 （１０歳）、
な

三女・ 莉  央 （７歳）、長男・
り お

 悠  大 （６歳）の
ゆう た

４人の子どもがいます。四人四様で、それ

ぞれが光る個性を持っています。

仕事と育児の両立は？

　　子どもが小さいときは、おむつ換えをし

ましたし、現在も、仕事から帰ってくると

子どもをお風呂に入れるのが日課です。空

いている時間は、家族で山や海に出かけて、

子どもたちと遊ぶように心がけています。

仕事柄ふだんから子どもと触れ合っていま

すが、自分の子には少し感情的になったと

ころもあったと思います。また、食器を洗っ

たり、できる範囲で家事も手伝っています。

育児の楽しさは？

　　子どもの成長を感じたときです。歩いた、

話したなどの成長はもちろん、最近では、

長女や次女が下の子たちの面倒を見てくれ

るようになりました。「思いやりの心が育っ

ているな」と、親としてうれ

しく思います。

� ��＆� �Men

���� ����

��������

子育てに積極的に関わっている男性（イクメン）や

“孫育て”を楽しんでいる中高年の男性（イクジイ）

をご紹介します。

 河  上 さんご家族
かわ かみ

家族で登った
日光白根山にて

������������������������������

������������������������������

������������������������������

������������������������������

����������

������������������������������

家族より一言

どのようなお子さんに

育ってほしいですか？

����������������

������������

��������������������

動
の
目
的
は
、「
住
民
の
皆

さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ

と
。
相
談
室
に
来
る
と
、「
孫
と

メ
ー
ル
し
た
い
」「
年
賀
状
を
作

り
た
い
」
「
写
真
を
加
工
し
た

い
」
と
い
っ
た
供
夢
僑
が
か
な

う
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
相

談
者
の
生
活
の
幅
が
広
が
り
、

楽
し
み
が
増
え
る
の
だ
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
を
習
得
す
る
こ

と
が
、
や
が
て
は
仕
事
や
他
の

活
動
へ
の
自
信
に
な
り
、
相
談

室
に
来
る
こ
と
が
、
そ
の
人
の

生
涯
学
習
や
生
き
が
い
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
会
員
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
自

主
的
に
新
た
な
知
識
を
取
り
入

れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、「
相
談
を

受
け
る
側
も
毎
回
い
ろ
い
ろ
な

発
見
が
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
会
員
に
共
通
し
た
思
い
は
、

「
悩
み
が
解
決
し
、
相
談
者
が
満

足
し
て
帰
る
姿
」
が
見
た
い
と

い
う
も
の
。
相
談
者
の
満
面
の

笑
み
を
見
る
と
「
や
っ
て
て
よ

か
っ
た
」
と
強
く
感
じ
る
そ
う

で
、
こ
れ
が
活
動
す
る
う
え
で

大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

年

度
、
会

で

は
、
町

の

「
元
気
な
地
域
支
援
事
業

補
助
金
制
度
」
を
知
り
申
請
。

相
談
室
運
営
な
ど
の
取
り
組
み

「
I
T
の
安
全
な
活
用
お
よ
び

普
及
事
業
」
が
評
価
さ
れ
た
結

果
、
補
助
金
を
受
け
、
相
談
体

制
を
さ
ら
に
整
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
会
長
の
 山
  下
 　
 勝
 さ
ん

や
ま
 
し
た
 

ま
さ
る

は
、「
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
て

い
る
図
書
館
な
ど
の
環
境
に

も
、
会
員
に
も
本
当
に
恵
ま
れ
、

感
謝
、
感
謝
の
一
言
で
す
」
と

話
し
た
。
会
は
「
ど
ん
な
さ
さ

い
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
に

来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
感
謝

の
思
い
を
胸
に
、
相
談
者
の
来

場
を
図
書
館
で
待
っ
て
い
る
。

満
足
し
て
帰
る
姿
が

大
き
な
励
み

今 環
境
・
会
員
に
恵
ま
れ

た
だ
た
だ
感
謝

活

 悠  大 くん
ゆう た  修 さん

おさむ

 莉  央 さん
り お

 菜  央 さん
な お

 瑠  菜 さん
る な

 良  子 さん
よし こ
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イラストは黒で描いてね！

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵を

ご紹介します。

▼

Ｐ
・
N
　
ス
ワ
ン
ソ
ン
グ
＋
月
光

▼

Ｐ
・
N
　
リ
ス
の
サ
ン
タ

▼

Ｐ
・
N
　
ク
マ
ち
ゃ
ん

【今月の鍵】

インフルエンザにご注意！

■
が
ん
ば
っ
て
、
早
め
の
予
防

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
１
月
か

ら
２
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
３
月
ご

ろ
ま
で
流
行
し
ま
す
。
普
通
の
風

邪
と
違
い
重
症
化
し
、
と
き
に
は

肺
炎
を
合
併
し
て
死
に
い
た
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
早
め
の

予
防
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

【
予
防
の
５
つ
の
心
が
け
】

□
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
　
ウ

イ
ル
ス
は
手
な
ど
を
介
し
て
感

染
す
る
た
め
、
こ
ま
め
に
手
を

洗
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

□
外
出
後
は
う
が
い
を
す
る
　
う

が
い
は
、
の
ど
を
清
潔
に
し
、

ウ
イ
ル
ス
を
取
り
つ
き
に
く
く

す
る
効
果
が
あ
る
た
め
、
外
出

後
は
、
う
が
い
を
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う

□
体
を
暖
め
る
　
寒
さ
は
呼
吸
器

の
血
液
循
環
を
悪
く
し
、
体
の

抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
体
を
冷

や
さ
な
い
よ
う
、
温
か
い
食
事

を
と
っ
た
り
、
外
出
時
は
暖
か

い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
厚
着
し
す
ぎ
は
逆

効
果
で
す

□
ウ
イ
ル
ス
か
ら
避
難
す
る
　

ウ
イ
ル
ス
に
は
、
で
き
る
だ
け

近
づ
き
た
く
な
い
も
の
で
す

・
流
行
時
に
は
で
き
る
だ
け
人

込
み
に
は
行
か
な
い
。
多
く

人
が
集
ま
る
場
所
を
避
け
る

・
マ
ス
ク
を
す
る

□
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る

【
か
か
っ
た
な
？
と
思
っ
た
ら
】

　
無
理
を
せ
ず
栄
養
を
と
り
、

暖
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
休
み
、

早
く
治
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
持

病
の
あ
る
人
の
場
合
は
重
症
化
し

や
す
い
の
で
、
軽
く
考
え
ず
に
早

め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

【ひろげよう！　せきエチケット】

　マスクをせず、せきやくしゃみをすると、

ウイルスが２～３ｍ飛ぶと言われています。

　そこで必要なのが、「せきエチケット」を実

行することで、せき・くしゃみをするときは

ティッシュなどで口と鼻を押さえ、周りの人

から顔をそむけましょう。使用後のティッシュ

は、すぐにふた付きのごみ箱に捨てましょう。

　症状のある人はマスクを正しく着用し、感

染防止に努めましょう。

エッセイ

豊心
町長町長の日記からの日記からにか

　前夜の雨も上り、まぶしい陽が当たる

も木枯らしが吹き抜ける文化むらに早朝

より大勢の人々が集まった。

　今回は復興支援も兼ね、岩手県 普  代  村 
ふ だい むら

職員による海産物の直販所が設置され、

獲れたてで新鮮なサケやサンマ、イカ、

カレイ、ワカメなど試食や販売で賑わっ

た。東北３県の被災地にはこれからもつ

ながりを持ち続けていきたい。

　この日は第１９回目の健康ウォーク大

会が催され、全県下から約３００名が参加

し、お休み地点の文化むらに立ち寄った

方々で更に盛り上がりをみせた。

　ボランティアによる各種団体の出店

と、福祉施設や保育園、児童館の作品展

示があり、こうして多くの方々が元気に

活動をされていることに感銘し、感謝の

念と平和な行事が末永く続くことを祈り

たい。

紅葉と　競う集いの　幟旗

～１１月１８日～

第２７回保健福祉まつり

（こうようと　きそうつどいの　のぼりばた）

大
盛
況
だ
っ
た

被
災
地
支
援
コ
ー
ナ
ー
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　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第３３回】消費生活センターをかたる電話
契約内容などを電話で安易に

伝えるのは避けましょう

　
過
去
に
訪
問
販
売
な
ど
で
布

団
を
購
入
し
た
人
に
対
し
、
県

内
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
か

た
り
「
購
入
者
リ
ス
ト
か
ら
抹

消
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
現
金

を
だ
ま
し
取
る
事
件
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
が
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　
群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
名
の
る
男
性
か
ら
電
話
が

あ
っ
た
。「
以
前
布
団
を
購
入
し

た
人
が
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
県
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
が
訪
問
し
、
こ
れ
を
抹
消

す
る
」
と
言
っ
た
の
で
来
訪
を

承
諾
し
た
。

　
男
性
２
人
が
来
て
、
名
刺
を

求
め
る
と
、
忘
れ
た
と
言
っ
た

の
で
、
紙
に
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、

氏
名
と
携
帯
番
号
を
記
入
し

た
。
男
か
ら
「
リ
ス
ト
か
ら
抹

消
す
る
の
に
布
団
の
購
入
価
格

の
３
％
の
手
数
料
を
い
た
だ

く
。
１
０
０
万
円
に
な
る
が
、

後
で
国
か
ら
全
額
で
は
な
い

が
、
補
助
金
が
出
る
」
と
言
わ

れ
、
近
く
の
金
融
機
関
か
ら
引

き
出
し
て
渡
し
た
。

（
　
歳
代
・
女
性
）

８０

【
注
意
点
】

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
こ

の
よ
う
な
内
容
で
電
話
連
絡

や
自
宅
訪
問
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
を
受
け
て
い
な
い
人
に

電
話
連
絡
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

・
「
被
害
事
例
を
説
明
し
注
意

点
を
伝
え
た
い
の
で
訪
問
し

た
い
」
な
ど
と
信
用
さ
せ
る

事
例
も
あ
り
ま
す

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
相
手
の
話
を
簡
単
に
信
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
公
共
機
関
の
名
称
・
連
絡
先
、

担
当
者
名
な
ど
を
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う

・
電
話
で
契
約
内
容
や
個
人
情

報
な
ど
安
易
に
伝
え
る
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ
う

・
過
去
の
契
約
書
面
の
提
示
を

求
め
ら
れ
て
も
、
安
易
に
渡

す
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で

す
。
そ
の
場
で
の
判
断
は
避

け
ま
し
ょ
う

■
出
典
…
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
報
道
発
表
資
料
」
よ
り

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、
緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
）
）
へ
。

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、

現地のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

８

いたにも関わらず、一般観覧所である十日山に

入山規制がかかるほど多くの人が集まり、来場者

は夜空を赤く染めるその炎に見入っていました。

ただ、勢いよく燃えさかるさまを眺めていると本

来は鎮魂の火であ

るはずの炎も、自

分にとっては火に

包まれ落城した須

賀川城をイメージ

させるものとして

目に映っていたよ

うな気がします。 松明あかし

　「 松  明 あかし」は京都・お松明、石川・ 向  田 の火
たい まつ こう だ

祭りとともに、日本三大火祭りのひとつに数えら

れ、毎年１１月の第２土曜日に 須  賀  川  市 で行われて
す か がわ し

います。４２０年以上続くこの伝統行事は、１５８９年

に 伊  達  政  宗 と須賀川城主・二階堂家の戦いで戦死
だ て まさ むね

した多くの人々の霊を弔うため始まったとされて

います。火祭りというだけあって、長さ１０ｍ・重

さ３ｔもの大松明をはじめとした２５本の松明に火

が放たれ炎に包まれるところが見所です。

　大変混雑すると事前に聞いていたため、会場か

ら２kmほど離れた某ショッピングモールに駐車

し徒歩で向かいました。晩秋の冷たい雨が降って

鏡石町派遣日記

いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河
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私の
ひとこと

皆さんからのご意見・ご質問

お待ちしています

〒370-0595

大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921

メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

図書カードが２０人に　　たる！

ご応募お待ちしています！

Ｑ広報クイズ

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に　　たる！

ご応募お待ちしています！

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

　
　
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１１

１０

☆
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
」

に
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
年
、
外
の
も
み
の
木
と
家

の
中
の
ツ
リ
ー
を
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
り
付
け
て
い
ま

す
。
最
近
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
か
え
ま

し
た
。
今
年
も
飾
り
付
け
が
終

わ
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

匿
名
希
望

　
幼
い
頃
は
毎
年
サ
ン
タ
さ
ん

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
や
洋

服
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
…
。
親
に
反
抗

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
全

然
来
て
く
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
現
在
進
行
形
…
。

Ｐ
・
Ｎ
　
中
３
女
子

　
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
と

き
、
孫
が
小
さ
か
っ
た
と
き
、

県
外
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い

に
行
き
ま
し
た
。
今
は
な
つ
か

し
い
思
い
出
で
す
（
少
し
さ
び

し
い
か
な
）
。

鈴
木
京
子
さ
ん
（
　
区
）

２３

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
と
、
必
ず
登
場
す
る
サ

ン
タ
に
変
装
し
た
謎
の
人
物
に

い
つ
も
涙
し
て
い
ま
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ピ
カ
ち
ゅ
う

　
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
頃
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
に
い
ろ
い
ろ
な
お

菓
子
を
飾
っ
て
、
「
お
菓
子
ツ

リ
ー
」
。
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。

岩
蒼
美
智
子
さ
ん
（
６
区
）

　
家
の
ツ
リ
ー
を
１
番
う
ま
く

飾
り
つ
け
た
こ
と
。

匿
名
希
望

　
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
重
ね
て
手

作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

作
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

匿
名
希
望

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い

出

」
を

教

え

て

！

糸
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い
に

糸
上
手
に
飾
り
つ
け

□応募方法　はがきに答え(例、①－佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　１２月２２日（２２日の

　消印有効）

□１１月号の正解　①－研 ②－可

　③－硯 ④－研 ⑤－硯

□応募総数　７７通で正解は７６通でした

□当選者（敬称略）

金子　豊（１区）、大塚雅保（４区）、岩﨑美智子（６区）

坂本佳美（１３区）、工藤凌河（１４区）、久保田はな子（１５区）

大谷澄夫（１５区）、對比地洋介（１５区）、小野田絢美（１７区）

増尾奈 （々１９区）、須藤詩織（２０区）、大谷道子（２０区）

遠藤明美（２１区）、小林一夫（２１区）、鈴木京子（２３区）

川島久美（２３区）、伊原順子（２７区）、伊久間琳音（３０区）

加藤　孝（３０区）、外木　雄（神奈川県）

※当選者には、図書カードを郵送します。

　住所と氏名を忘れずにお書きください。

①○のカーテンコンテスト （伺３ページ）

　佳赤 加緑 可青

②○○体操教室 （伺５ページ）

　佳健口 加建国 可健診

③親子○○○教室 （伺８ページ）

　佳スキー 加ボード 可雪合戦

④消費生活センターを○○○電話 （伺１５ページ）

　佳あおる 加かるた 可かたる

⑤保健福祉まつり（18ページ掲載）では

　○○○コンサートも行われました （伺１０月２５日号）

　佳ロック 加手話歌 可ジャズ

☆「お正月の思い出」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

糸
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

糸
サ
ン
タ
さ
ん
！

糸
手
作
り
の
ケ
ー
キ

糸
謎
の
人
物
…

糸
お
菓
子
を
飾
っ
て

イラス
トは

黒で描
いてね

！
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「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に

かってむ っ

夢夢
MY DREAM

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

 阿  部  寧  輝 くん
あ べ しず き

（２８区・３歳）

どんなちびっ子？

お兄ちゃんが大好きな、

元気でよくおしゃべりする子です。

好きなものは？

電車と新幹線、お外で遊ぶことが好き

です。「あたりまえ体操」も好きです。

パパ・ママからひとこと

元気で優しい楽しい子に育ってね。

将
来
の
夢
は
？

３
～
４
年
前
か
ら
、
夢
は
警
察
官

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
う
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
１
年
生
か
ら

始
め
た
剣
道
の
練
習
で
警
察
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
夢
を
か

な
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
剣
道
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
大
き
な

大
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
し
、
勉
強
も
が
ん
ば
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
夢
が
か
な
っ

て
警
察
官
に
な
れ
た
ら
、
事
件
を

解
決
し
た
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
し
て
、
地
域
の
安
全
の
た
め
に

お
仕
事
し
て
み
た
い
で
す
。

 但  永  旭  美 さん　（１０歳）
とく なが あさ み

好きなことは

友だちと遊ぶことと食べることが好きです。何で

も好き嫌いなく食べます。

自分の性格

周りからはやさしい性格と言われますが、自分で

は負けず嫌いだと思います。

学
校
・
学
年
は
？

町
立
西
小
学
校
の
５
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

体
育
の
時
間
が
楽
し
く
て
、
理
科

の
実
験
や
算
数
の
計
算
問
題
を
解

く
の
が
お
も
し
ろ
く
て
好
き
で

す
。
休
み
時
間
に
友
だ
ち
と
長
縄

で
遊
ん
だ
り
、
走
っ
た
り
す
る
こ

と
も
好
き
で
、
持
久
走
大
会
に
向

け
て
、
妹
と
家
の
近
く
を
走
っ
て

練
習
し
ま
し
た
。
冬
休
み
は
ス

キ
ー
に
行
っ
た
り
、
岐
阜
に
住
む

い
と
こ
の
家
へ
遊
び
に
行
く
の

で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

警
察
官
に
な
っ
て

地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
い



町のイベントや

地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真はご本人に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。
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１１月１７日・１８日の２日間、文化むらで「町発足５５周年

記念保健福祉まつり」が行われました。健康と福祉を考え

る場として開催されたこのまつりでは、福祉施設の作品展

示、介護実演コーナー、赤ちゃんハイハイ・よちよちコン

クールなどさまざまな催しものが行われ、多くの来場者で

にぎわっていました。また、被災地支援コーナーでは、岩

手県 普  代  村 の海産物・農産物の販売も行われました。
ふ だい むら

保
健
福
祉
ま
つ
り

健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る

明
る
い
町
を
目
指
し
て

「
こ
っ
ち
だ
よ
！
」
家
族
の
声
援
が
響
い
た
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
・
よ
ち
よ
ち
コ
ン
ク
ー
ル
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１１月１１日、大泉消防署で「親子消防体験教室」

が開催されました。この教室は、親子のふれあ

いの中で火災予防を学ぶためのもの。当日は、

レスキュー体験、水消火器消火体験などのさま

ざまな体験コーナーが用意され、訪れた親子は

体験を通して、防災意識を高めていました。

親子消防体験教室

１１月１３日、 峯  﨑  俊  充 さんが役場を訪れ、福島
みね ざき とし みつ

県 鏡  石  町 への寄附金を町長に手渡しました。つ
かがみ いし まち

ばきの実を拾い集めてつばき油を商品化した峯

﨑さんは、「各関係者のご協力により、つばき油

を買っていただき、寄附金の資金にさせていた

だきました」と話していました。

被災地へ寄附

町ぐるみ人権教育推進大会

１１月１４日、文化むらで「町ぐるみ人権教育推

進大会」が行われました。ポスターや標語など

の人権作品の展示や、中学生による人権発表の

ほか、講師に 紺  野  美  沙  子 さんを招き、「今、私た
こん の み さ こ

ちにできること」と題した講演会も行われ、来

場者は人権について意識を高めました。

１１月１０日・１１日の２日間、文化むらで「町発

足５５周年記念第４０回公民館まつり」が開催さ

れました。展示部門では、絵画・陶芸・手芸な

どの力作が訪れた人の目を楽しませ、芸能部門

では、舞踊・手話ダンスなどが披露され、観客

からは惜しみない拍手が送られていました。

公民館まつり

被災地の復興を願って
売上金の一部を寄附

誰もが笑顔で
暮らせる社会に

日頃の活動の成果を
大舞台で発揮

火災予防の大切さを
体験を通して学ぶ
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この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル

インキを使用し作成しています。
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▼
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
そ

の
技
術
な
ど
に
直
接
触
れ
た
子

ど
も
た
ち
。
こ
の
貴
重
な
経
験

を
し
た
子
ど
も
の
中
か
ら
、
プ

ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
出
て
き

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

そ
の
と
き
は
広
報
で
特
集
を
組

む
の
で
、
ぜ
ひ
、
取
材
さ
せ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 （
智
）

▼
保
健
福
祉
ま
つ
り
で
行
わ
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
・
よ
ち

よ
ち
コ
ン
ク
ー
ル
。
笑
っ
た
り
、

泣
い
た
り
表
情
豊
か
な
赤
ち
ゃ

ん
に
、
会
場
は
笑
顔
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
純
粋
 無
  垢
 な
し

む
 

く

ぐ
さ
に
癒
さ
れ
、
こ
の
笑
顔
が

続
け
ら
れ
る
世
の
中
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
 （
貴
）

▼
「
来
る
の
が
楽
し
み
」「
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
」
と
、
開
催

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン

が
多
い
「
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相

談
室
」
。
こ
こ
で
新
た
な
楽
し
み

を
見
つ
け
た
人
は
皆
、
表
情
が

明
る
い
。
相
談
す
る
側
・
さ
れ

る
側
両
方
の
熱
気
で
?
　
窓
も

曇
っ
て
い
た
よ
う
な
。
 
（
彰
）

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

健康

レシピ
27

食生活改善推進員　 井  達 ツヤさん（左）、
い だて

 窓 
たか

 山  紀  世  子 さん
やま き よ こ

【材料（３０尺×３０尺の天板１枚分）】

ホットケーキミックス　２００ｇ

２個りんご

２個卵

８０ｇ砂糖

大さじ５サラダ油

【１人分栄養価（２０分の１切れ）】

１０１kcalエネルギー

１.４ｇたんぱく質

４.２ｇ脂質

１３取カルシウム

０.１取鉄

【作り方】

虚りんごは皮をむき、いちょう切りにする

許ボウルに卵と砂糖を入れ泡立て器でよく混ぜ、サラダ油を加えてさら

に混ぜる

距ホットケーキミックスを加えゴムベラでさっくり混ぜ、虚のりんごを

加えて混ぜ合わせる

鋸天板にオーブンシートを敷いて距を流し入れ、生地を広げて表面を平

らにならす

漁１７０℃のオーブンで２５分焼く。粗熱がとれたら切り分ける

■お詫びと訂正

　１１月１０日号掲載の健康レシ

ピ「まろやか白和え」の作り方

鋸に誤りがありました。

　お詫びして訂正いたします。

【正】

鋸ボウルに豆腐をつぶしながら

入れ、すりごま、粉チーズ、

カッテージチーズ、砂糖、残

りの塩を加え混ぜ、水気を

絞った距を入れて混ぜる

旬のりんごを使ったレシピ

　食物繊維やビタミンを多く含むりんごで作

りました。ホットケーキミックスを使い、手

軽にできますので、お子さんのおやつにも

ぴったりですよ。

りんごのケーキ


